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平
成
24
年
は
古
事
記
編
纂
1
3
0
0
年

の
記
念
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
た
め

奈
良
県
で
は
、
今
年
か
ら
日
本
書
紀
完
成

1
3
0
0
年
に
あ
た
る
平
成
32
年
ま
で
を

「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位
置
づ
け
、

「
本
物
の
古
代
と
出
会
い
、
本
物
を
楽
し
め

る
奈
良
」
の
実
現
に
向
け
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
か
れ
ま
す
。

　

古
事
記
の
編
纂
者
で
あ
り
ま
す
太
安
万
侶

さ
ん
は
田
原
本
町
多
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
稗
田
阿
礼
と
と
も
に
古
事
記

を
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
誕
生
の
神
話
と

と
も
に
、
歴
史
の
中
で
安
万
侶
さ
ん
が
果
た

し
た
役
割
と
功
績
を
実
感
し
、
多
神
社
を
始

め
村
屋
神
社
、
鏡
作
神
社
、
黒
田
廬
戸
宮
跡

な
ど
古
事
記
・
日
本
書
紀
ゆ
か
り
の
地
の
多

い
田
原
本
町
の
歴
史
と
文
化
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
8
日
に
は
県
・
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
こ
れ
ま
で
効

き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た
先
発
医

薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
開
発

さ
れ
た
、
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
価
格

が
新
薬
に
比
べ
て
低
く
、
同
じ
有
効
成
分
、

効
能
・
効
果
を
持
ち
ま
す
。

研
究
開
発
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
低
い

こ
と
が
安
価
の
理
由

　

研
究
開
発
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
薬
代
に
反

映
し
ま
す
。
新
薬
は
、
長
い
開
発
期
間
と
大

き
な
開
発
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
、
新
薬
で
有
効
性
や
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
有
効
成
分
を
利
用
す
る
た
め
、
開
発

期
間
や
経
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
薬
代
を
低
く
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

医
療
費
財
政
が
改
善
さ
れ
、
医
療
費

の
効
率
的
な
分
配
に
つ
な
が
る

　

脂
質
異
常
症
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
は
、
長
期
的
な
服
薬
が
必
要

な
慢
性
疾
患
で
す
。
薬
代
の
自
己
負
担
は
一

部
で
す
が
、
積
み
重
な
れ
ば
大
き
な
負
担
に

な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
で
は
医
療
費
の
約
3
割
を
占

め
る
薬
剤
料
（
下
段
グ
ラ
フ
参
照
）
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
料
の
軽
減
を
す
る
こ
と
で
、
医
療
費

財
政
の
改
善
を
図
り
、
医
療
費
の
効
率
的
な

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
じ
で
す
か

薬
代
の
軽
減
に
効
果
的

薬
代
の
軽
減
に
効
果
的

分
配
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

効
き
目
や
安
全
性
が
新
薬
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
有
効
成
分
は
、

新
薬
の
特
許
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、

多
く
の
患
者
さ
ん
に
使
用
さ
れ
、
有
効
性
や

安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
製
造

販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

験
を
行
い
、
効
き
目
や
安
全
性
が
新
薬
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
厚
生
労
働
省

か
ら
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
医
薬
品
は
、
薬
事
法
で
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
も
薬
事
法
の
品
質
基
準
に
基

づ
い
て
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

価
格
が
新
薬
に
比
べ
て
安
く
、
同
じ
有
効
成
分
、
効
能
・
効
果
を
持
つ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
。
国
で
は
、
医
療
費
の
約
3
割
を
占
め
る
薬
剤
料
を
軽
減
す
る
た
め
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
概
要
と
切
り
替
え
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

【
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係
☎
34
・
2
0
9
7
】

■医科（薬局調剤分を含む）の薬剤料の比率

参考：平成 22年社会医療診療行為別調査（厚生労働省）
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多
神
社
・
安
万
侶
会
と
共
催
し
た
大
と
ん
ど

と
、
2
0
0
の
竹
灯
り
や
50
の
灯
籠
に
よ
る

光
の
饗
宴
「
灯
の
路
と
大
と
ん
ど
」
が
多
神

社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
万
侶
さ
ん
か
ら

数
え
て
51
代
目
と
な
る
多
忠
記
宮
司
さ
ん
に

よ
る
「
多
神
社
の
歴
史
と
飛
鳥
川
」
に
つ
い

て
の
講
演
後
、
境
内
、
資
料
館
、
小
杜
神
社

な
ど
を
散
策
し
そ
の
場
そ
の
場
で
宮
司
さ
ん

か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
社

務
所
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
に
お
集
ま

り
頂
き
ま
し
た
。
境
内
で
は
、
灯
籠
作
り
が

行
わ
れ
、
夜
は
大
と
ん
ど
と
終
日
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
10
日
か
ら
31
日
ま
で
役
場
内
の
ア
ト

リ
ウ
ム
に
お
い
て
古
事
記
1
3
0
0
年
紀
事

業
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
古
事
記
の
ふ

る
さ
と
田
原
本
写
真
展
」
が
開
催
さ
れ
、
町

内
の
古
事
記
ゆ
か
り
の
場
所
の
写
真
や
、
多

神
社
の
宝
物
で
あ
る
、
墓
誌
や
古
事
記
、
安

万
侶
さ
ん
に
関
す
る
資
料
も
展
示
し
て
頂
き

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

関
係
各
位
の
出
席
の
も
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
催
し
を
古
事
記
1
3
0
0
年

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
、
県
や
町
民
の
皆

様
、
関
係
各
位
と
連
携
し
な
が
ら
「
古
事
記

の
ふ
る
さ
と
田
原
本
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
都
度
、
広
報
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
一

人
で
も
多
く
の
皆
様
に
参
加
頂
き
盛
り
上
げ

て
い
く
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
活
性

化
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

病
院
や
診
療
所
な
ど
の
医
療
機
関
内
で
薬
を

も
ら
う
場
合
（
院
内
処
方
の
場
合
）

　

受
診
し
た
と
き
、
医
師
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

病
院
の
近
く
や
近
所
の
調
剤
薬
局
な
ど
で
薬

を
も
ら
う
場
合
（
院
外
処
方
の
場
合
）

　

処
方
せ
ん
に
あ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
変
更
不
可
の
欄
（
左
図
参
照
）
に
、
医

師
の
サ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

処　方　せ　ん

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
への変更不可の場合、以下に署名

保険医署名

ここにサインがなければ
薬局でジェネリック医薬品に
変更することができます。

■処方せんの見方

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
への変更不可の場合、以下に署名

保険医署名

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
が
使
用
を
認
め
な
い
場
合
は
、
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
ま
で
医
療
機
関
で
薬
を
処
方
（
院
内
処

方
）さ
れ
て
い
た
人
が
調
剤
薬
局
な
ど（
院

外
処
方
）
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
は
、
薬
自
体
の
価
格
は
下

が
っ
て
も
、
調
剤
報
酬
（
調
剤
基
本
料
な

ど
診
療
報
酬
）
が
変
わ
る
た
め
、
薬
代
が

下
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
金
額
に

つ
い
て
も
医
療
機
関
ま
た
は
薬
局
に
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　調剤薬局で支払う薬代には、薬自体の価格（薬価）
と調剤報酬（調剤基本料、技術料など）が含まれて
います。

薬価 調剤報酬

医師の
費用薬局の費用

処方料または処方せん料

■調剤薬局で支払う場合の薬代の中身

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
ど
う
や
っ
て
切
り
替
え
る
の
？

注意
　このお知らせは、ジェネリック医薬品への切り
替えを強制するものではありませんので、切り替
えについては医療機関や薬局にご相談ください。

対象　同一成分のジェネリック医薬品に切り替え
た場合に薬代（自己負担額）が 1ヵ月当
たり 500 円以上安くなる可能性がある人

送付時期 2 月下旬

　対象疾患や薬代の軽減効果などで絞り込みを
行った結果、薬代の軽減効果が期待される人に、
お知らせを送付します。

薬局の費用のうち自己負担部分が、
調剤薬局で支払う薬代になります。

料金後納
郵便

重要
親展

国保に加入している人で、院外処方を受けた人へ

薬代の軽減効果が期待される人に薬代の軽減効果が期待される人に
「ジェネリック医薬品に「ジェネリック医薬品に
関するお知らせ」を関するお知らせ」を
送付します送付します




